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明石知子 准教授、上田太郎 客員教授）によって行われた。 
 学位論文では、+TIPsであるCLASP2について、２つのTOGドメイン（TOG2, TOG3）























































 英語力の判定については、”General Introduction”および”General Discussion and 
Conclusion”を申請者本人が独力で描いたことを確認した上で筆記について評価した。ま
た発表で用いたスライド一枚を用いて口頭説明を行うことで表現力を審査した。海外で
の学会発表の経験も問われ、一度米国細胞生物学会にてポスター発表を行ったと答えた。
審査会では論文の体裁について修正すべき点が指摘され、その訂正した後に大学へ提出
することとなった。 
審査会終了の後、審査員で討議を行った結果、研究内容について質・量ともに申し分
なく、申請者自身が主体的に研究を進めている点も、学位授与に値すると評価した。ま
た専門分野ばかりでなく、関連分野や英語力に関しても一定の水準に達しており、以上
を総合的に判断して、申請者は学位を授与されるにふさわしい十分な資格を有すると判
定された。 
 
